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光明小学校区教育環境適正化検討委員会 

第３回 会議概要 

開催日時 令和７年（２０２５年）２月４日（火）８:４５～９：００ 

開催場所 光明小学校 ４階 多目的室 

出席者 
【委員】出席１０名 

【教育委員会事務局】出席 4名 

次第・議事 １ 開会 

２ 報告事項 

（１）通学区域変更に係る規則改正 及び 経過措置について 

（２）宝塚第一中学校への就学希望者について 

３ 今後について 

４ 閉会 

会議の主な結果 （１）次の①～③について、事務局から報告した。 

①教育委員会から、昨年１２月２４日開催の宝塚市教育環境審議会において「光明小学校

区の一部地域の中学校区を宝塚第一中学校区から高司中学校区に変更すること」につ

いて諮問したところ、「変更することは妥当である」と答申があったこと。 

②上記の答申を受けて、「宝塚市立小学校及び中学校の指定に関する規則」という学校の

通学区域を定めている規則について、規則改正の議案を教育委員会にかけて、議決がさ

れたこと。 

③宝塚第一中学校への就学を希望する方については、就学学校変更の手続きを行うこと

で、宝塚第一中学校への就学が可能となり、現６年生を対象に学校を通じてお知らせをし

たところ、６年生２２名の内、２名の方から就学学校変更の申請があったこと。 

（２）光明小学校区全域が高司中学校区となったことを受け、光明小学校 PTA が従来出席し

ていた宝塚第一中学校区青少年育成市民会議について、来年度以降、出席する必要がなく

なったことを本委員会にて共有した。 

（３）宝塚第一中学校区から高司中学校区になった地域代表（光明まち協等）が、宝塚第一中

学校区青少年育成市民会議について、来年度以降、出席する必要があるか否かは、事務局

から宝塚第一中学校区青少年育成市民会議に確認することとなった。光明小 PTA と同様

に、高司中学校区青少年育成市民会議へ一本化されてはどうか、という意見があった。 

⇒PTA と同様に地域代表についても、宝塚第一中学校区青少年育成市民会議について、来

年度以降、出席する必要がない旨、事務局より確認した。（２月４日、宝塚第一中学校区青少

年育成市民会議 会長に確認済み） 

会議録（要旨） 

事務局 

 

 

 

【１ 開会】 

～資料確認～ 

～発言時のお願い～ 
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事務局 

 

委員 

【２ 報告事項】 

（１）通学区域変更に係る規則改正 及び 経過措置について 及び 

（２）宝塚第一中学校への就学希望者について 

（１）（２）を併せて、事務局より説明する。 

 

昨年１２月２４日開催の宝塚市教育環境審議会において、「光明小学校区の一部地域（光

明町、小林３丁目８番・９番、４丁目７番）の中学校区を宝塚第一中学校区から高司中学校区

に変更すること」について教育委員会から諮問した。 

審議会では、光明小学校の通学区域が設定されてきた経緯や地域、保護者からの意見・要

望、小学校と中学校の通学区域の整合の必要性の観点から、審議が行われた。 

その結果、「光明小学校区の一部地域の中学校区を宝塚第一中学校区から高司中学校区

に変更することは妥当である」と、教育委員会に対して答申があった。 

その答申を受けて、「宝塚市立小学校及び中学校の指定に関する規則」という学校の通学

区域を定めている規則について、規則改正の議案を教育委員会にかけて、議決がされた。その

内容が、P.４の参考資料となる。 

「宝塚市立小学校及び中学校の指定に関する規則」の中学校の通学区域を示したもので、

上の表が規則改正前、下の表が規則改正後になる。改正前の表中、宝塚第一中学校の通学

区域において、下線で示している「小林１～５丁目」と規定されているものを、改正後の表のとお

り「小林１・２丁目、３丁目（１～７・１０～１３番）、４丁目（１～６・８～１２番）、５丁目」に改め、「光

明町」を削った。そして、高司中学校については、改正後の表において、「高司１丁目（４～１３

番）、２～５丁目」の次に「小林３丁目（８･９番）、４丁目（７番） 光明町」を加えたものになる。 

宝塚第一中学校への就学を希望する方については、就学学校変更の手続きを別途行うこと

で、宝塚第一中学校への就学が可能となる。 

（２）宝塚第一中学校への就学希望者について、現６年生を対象に学校を通じてお知らせを

したところ、６年生２２名の内、２名の方から就学学校変更の申請があった。２名以外の方は、高

司中学校又はそれ以外の学校に就学となる。 

令和７年度の学級編成のため、学校から定期的に児童生徒数の報告を受けているが、令和

７年１月３１日時点の高司中学校の普通学級の生徒数は９１名と聞いている。中学校の普通学

級は４０人学級であるので、３学級編成となり、１学級当たり３０名前後で授業を受けることがで

きることになっている。 

今回、光明小学校区が高司中学校区に一部入っていたのが、全ての区域が高司中学校区

に変更になった。宝塚第一中学校区青少年育成市民会議の役員を、光明小のＰＴＡから出して

いただいていたが、宝塚第一中学校区青少年育成市民会議の会長の方ともお話し、校区が高

司中学校区になるということであれば、光明小学校のＰＴＡの方から役員を出していただかなく

ても問題ない、ということを確認している。この場にて共有させていただく。 

事務局からの報告は以上である。 

 

何かご質問はあるか。 

 

青少年育成市民会議のことについてもう一度確認したい。宝塚第一中学校区青少年育成
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市民会議の会長もどうなっているのか気にされていた。 

 

高司中学校区になるので、高司中学校区青少年育成市民会議の方にだけ、ＰＴＡの役員を

出していただく形になる。 

宝塚第一中学校区青少年育成市民会議の会長とも、今回の出欠確認をさせていただく際

に、校区が変わるのであれば役員はどうなるのか、についてもお話しさせていただき、「高司中

学校区になるならば、光明小のＰＴＡから宝塚第一中学校区青少年育成市民会議の役員は出

していただかなくてもいい」ということを確認した。 

 

ＰＴＡだけが宝塚第一中学校区青少年育成市民会議に出席しなくてもよくなるということか？

まち協も出席しているが、ＰＴＡは参加しなくてもいいけれど、地域は今まで通りというお話か？ 

 

地域というのは、今回、一中校区から高司中学校区になった地域も、宝塚第一中学校区青

少年育成市民会議の方には出なくていいのか、今までどおりに出た方がいいのか、ということ

か？ 

 

青少年育成市民会議は来年で終わりのように聞いてはいるが、来年度はどうなるのか、気に

なった。 

 

来年度の青少年育成市民会議の運営自体がどうなるかについては、我々も詳細は分からな

いところあるが、宝塚第一中学校区青少年育成市民会議への参加について地域の方はどうな

るのかは確認させていただく。基本的には地域の方も PTA と考え方が同じになると考えるが、

その考え方で良いのかも含めて、宝塚第一中学校区青少年育成市民会議の会長に確認させ

ていただく。 

 

その点について、光明小を卒業して、一中に通っている子ども達、今の中１の子が卒業するま

では、校長が代表して一中の会議に行かせていただいて、何かあれば皆さんに共有するという

ことが妥当であると思っている。 

ただ、今も学校長、園長がそれぞれ出席しているが、毎回出ている訳ではなくて、その後の報

告は必ずいただいているので、そちらを共有させていただく形がいい、と思っている。 

PTA の出席は必要ないことは、宝塚第一中学校区青少年育成市民会議の会長ともお話を

した。まち協も高司中学校区青少年育成市民会議の一本ですっきりされたらいいと思う。 

 

その他、ご質問等あるか。よろしいか。 

 

【３ 今後について】 

質問がないようであるので、今後の適正化検討委員会の会議のことについて、ご説明させて

いただく。 

今回、この適正化検討委員会は、光明小学校の校区の話で、会を立ち上げさせていただい

た。その議論については、第２回目の会議で方向性、意見を取りまとめさせていただき、それで
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教育環境審議会の方にかけさせていただいて、今回、その結果をご報告させていただいた。こ

れで、適正化検討委員会は一旦閉めさせていただき、また、この地域のことでの話や、教育環

境についての話をさせていただきたいことがあれば、開催させていただきたいと思っている。そ

の時には、こちらからお声掛けさせていただきたいと思っているので、その際はまたご協力の方、

よろしくお願いする。 

 

【４ 閉会】 

それでは、これで会議を終了させていただく。 

本日は、お忙しいところお集まりいただき感謝申し上げる。 

 


